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法　人　名 氏　　名 法人会役職

岡村建設工業㈱ 岡 村 美 根 子 理事/女性部会顧問

法　人　名 氏　　名 法人会役職

しずおか焼津信用金庫 阿 井 　 誠 副会長

法　人　名 氏　　名 法人会役職

落合電気空調㈱ 落 合 俊 幸 青年部会理事

法　人　名 氏　　名 法人会役職

㈱藪崎新聞店 中 野 順 二 理事

藤枝税務署並びに藤枝地区税務推進協議会主催の、令和6年度納税表彰式が、令和6年11月14日(木)
小杉苑において挙行されました。表彰は、藤枝税務署長表彰・藤枝地区税務推進協議会長表彰の順
で行われ、それぞれ表彰状が贈呈されました。

藤枝税務署長表彰

藤枝地区税務推進協議会長表彰

藤枝税務署長表彰 藤枝地区税務推進協議会長表彰

（敬称略・表彰順）

・・・・・・・・・・当会関係者では次の方々が受彰されました。・・・・・・・・・・・

令和
６年度 納 税 表 彰 式 挙 行
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法人名 会社役職 氏　　名

青 島 ポ ン プ 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 青 島  直 久

あ お い 税 理 士 法 人 代 表 社 員 森  祐 輔

岡 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 岡 村  美 根 子

株 式 会 社 コ ハ ラ 代 表 取 締 役 社 長 小 原  照 光

株 式 会 社 鈴 木 商 会 取 締 役 鈴 木  喜 久 枝

　（公社）藤枝法人会主催の、（一社）静岡県法人会連合会長表彰
状伝達式を、令和６年11月６日㈬松風閣にて、藤枝税務署の澤田
勝良署長様をはじめ関係団体のご来賓をお迎えして開催いたし
ました。また、記念講演会として、国際ジャーナリストの飯山
雅史氏をお招きし、「米新政権は世界と日本に何をもたらすの
か？」というテーマでご講演頂きました。

（一社）静岡県法人会連合会長表彰状伝達式挙行
 受賞おめでとうございます 

功労法人表彰 ５社
多年に亘り法人会の事業に協力、また会の発展に寄与され、納税道義の高揚及び税務行政への協力について、
多大な功績が認められた「法人」に対する表彰です。

青島会長のあいさつ

司会：守谷総務厚生委員

式辞代読（江﨑副会長）ご来賓の皆様方

（法人名 五十音順・敬称略）

令和６年度



R７.２月号  NO.124

− 2 − − 3 −

法人会の発展に寄与され、また、勤務する法人の経理業務または税務関連業務において他の模範となる功績が
あったと認められた「会員法人の役職員」の方々に対する表彰です。

会員たる法人の役職員表彰 ２名

祝　　辞

〈受賞者代表謝辞〉
青島 直久 氏

藤枝税務署 署長  澤田勝良様 東海税理士会藤枝支部 支部長  大石 誠様静岡県藤枝財務事務所 所長  平山親子様

（法人名 五十音順・敬称略）

皆様、おめでとうございます。

法人名 会社役職 氏　　名

巻 田 油 業 株 式 会 社 顧 問 朝 羽  二 三 夫

株 式 会 社 山 田 組 取 締 役 総 務 部 長 原 川  智 寛
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－令和７年度税制改正に関する提言－
全法連では、令和７年度税制改正に向け、政府・政党に対して提言活動を行いました。

自 由 民 主 党
予算・税制等に関する政策懇談会　11月19日

財政・金融・証券関係
団体委員長

氏 他鈴木　英敬

国 民 民 主 党
税制調査会ヒアリング　11月25日

税制調査会会長代行　

氏 他浜口　　誠

自 由 民 主 党
11月18日

税制調査会会長

氏宮沢　洋一

日 本 維 新 の 会
12月17日

政務調査会会長代行

氏片山　大介

片山政務調査会会長代行（左手前）左から野坂筆頭副会長、宮沢税制調査会会長、
　　　飯野税制委員長

主税局長　

氏青木　孝德

財 務 省
11月12日

国 税 庁
表敬訪問　12月9日

長　　官　　

氏奥　　達雄
課税部長　　

氏高橋　俊一

左奥から高橋課税部長、奥国税庁長官
右奥から田中専務理事、小林会長、飯野税制委員長

左から丸山税制副委員長、青木主税局長、
　　　田中専務理事

自治税務局長

氏寺﨑　秀俊

総 務 省
10月17日

長　　官　　

氏山下　隆一
事業環境部長

氏山本　和徳

中 小 企 業 庁
10月17日

左から丸山税制副委員長、飯野税制委員長、
山下中小企業庁長官、田中専務理事、山本事業環境部長

左から田中専務理事、丸山税制副委員長、
寺﨑自治税務局長、飯野税制委員長



R７.２月号  NO.124

− 4 − − 5 −

（対GDP比）

 （注1）数値は一般政府（中央政府、地方政府、社会保障基金を

合わせたもの）ベース。 （注2）日本は、2022年から2024年が推計値。それ以外の国は、2023年及び2024年が推計値。

50
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

フランス

（出所） （2023年10月）（注1）数値は一般政府（中央政府、地方政府、社会保障基金を

合わせたもの）ベース。 （注2）日本は、2022年から2024年が推計値。それ以外の国は、2023年及び2024年が推計値。
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主要先進国の債務残高（対GDP比）

　中小企業を中心として全国約70万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人
全国法人会総連合（略称：全法連）」は、9月19日開催の理事会において「令和7年度税制改正
に関する提言」を決議しました。新型コロナの世界的な流行が収束し、我が国における社会・
経済活動もほぼ以前の状態に回復したと言えます。ただ、日本では100兆円規模とされる莫大な
コロナ危機対応予算を計上したことで、国と地方を合わせた長期債務残高は、本年3月末で1,285
兆円を突破しました。安定的な経済成長と日本経済の持続可能性を高めるためには、財政健全
化に向けて財政規律を回復させることが重要です。本年3月、日本銀行は消費者物価の上昇など
に対応してマイナス金利政策を解除し、17年ぶりに金利の引き上げに踏み切り、さらに7月には
追加利上げも実施しました。「金利のある世界」への回帰を踏まえ、安定的な税・財政運営のた
めに新たな財政再建目標の策定は急務であると考えます。また、地域経済や雇用の担い手であ
る中小企業は、地域活性化の中心的な役割を担っています。地方創生を支える観点からも事業
承継を含め、中小企業に対するきめ細かな税財政上の支援は欠かせません。

公益財団法人 全国法人会総連合

会 長  小 林 栄 三
伊藤忠商事（株）名誉理事

「金利のある世界」が到来
新たな財政再建目標の策定を！



R７.２月号  NO.124

− 6 −

Ⅰ 税・財政改革のあり方

1．財政健全化に向けて
・�本年6月から始まった定額減税は、企業や地方自治体に多大な事務負担を強いている。マ
イナンバーを活用するなどして給付対象を限定し、より高い政策効果を目指すべきであっ
た。与党内では物価高などを背景に来年も継続するように求める声もあるが、政策効果が
不透明で企業の事務負担が重い減税は継続すべきではない。
・�こども・子育て政策（加速化プラン）として、2028年度までに年間3.6兆円の予算規模
とする方針だが、この財源は社会保障の歳出改革や医療保険料に上乗せして徴収する「支
援金制度」などで賄うとしているが、現役世代への実質的な隠れ増税と言える。政府は負
担の議論から逃げず、消費税を含めた安定的な財源確保策を検討し、持続可能な社会保障
制度の確立と財政健全化の両立を目指すべきである。

2．企業への過度な保険料負担の抑制
・�中小企業は物価高騰に直面する中で、最低賃金の大幅な引き上げや物価上昇を上回る賃上
げが求められており、厳しい経営を強いられている。企業に対する過度な保険料負担を抑
え、経済成長を阻害しないような社会保障制度の確立が求められる。
・�配偶者控除等の税の問題や年金等の社会保障の問題は、就労調整が行われる一つの要因で
あり、人手不足に直面する中小企業にとって重要なテーマである。女性の就労を支援する
政策を含め、税と社会保障の問題を一括して議論する必要がある。

3．行政改革の徹底等
・�行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会自らが「まず隗より始めよ」
の精神に基づき、率先して身を削らなければならない。
・�今般の政治資金をめぐる問題については、多くの国会議員が法的な責任を免れるなど、国
民の納税意欲を著しく阻害するものとなった。国民の政治に対する不信感は極度に高まっ
ていると厳しく認識し、政治資金規正法の不断の見直しなどに取り組み、政治資金に関す
る透明性の向上や使途の適正化、罰則の厳格化を図るべきである。

Ⅱ 経済活性化と中小企業対策

1．中小企業の活性化に資する税制措置
　中小企業は地域経済の担い手であるだけでなく、日本経済の礎でもある。とくに中小・零
細企業は企業全体の9割以上、国内雇用の7割を占めている。そうした企業が将来にわたっ

令和7年度税制改正に関する提言（概要）
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　私たち法人会は、中小企業を中心として全国約70
万社の会員企業を擁する団体です。41都道県に440
の単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、
国の根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を
全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与し
てまいりました。近年は、我が国の将来を見据えた税
の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活動に加え、
次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらに
は企業の税務コンプライアンス向上に資する取り組み

「令和６年９月30日付　日本経済新聞　朝刊　全国版掲載」

法人会とは

にも力を注いでいます。また、法人会青年部会を中心
に、社会保障給付の抑制と安定的な国の歳入確保に資
するため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」
を展開し、①「健康経営」※を柱にした企業の活力向
上がもたらす税収の増加、②適切な医療利用による医
療費の適正化に向けたアクションプランに取り組んで
います。
※健康経営はNPO法人健康経営協会の登録商標です。

提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

https://www.zenkokuhojinkai.or.jp

て存在感を発揮するためには、中小企業の活性化が不可欠である。
（1）中小法人に適用される軽減税率の特例15％の本則化、適用所得金額の引き上げ。
（2）�「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置」の拡充、

本則化。
（3）中小企業の事務負担軽減　等

2．事業承継税制の拡充
　我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や雇用の確保などに大きく貢献
している。中小企業が相続税の負担等によって円滑な事業の承継ができなくなれば、経済・
社会の根幹が揺らぐことになる。
（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
（2）取引相場のない株式の評価の見直し
（3）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

3．消費税をめぐる事務負担の軽減
　政府は軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響のほか、低所得者
対策の効果等を検証する必要があり、問題があれば制度の是非を含めてその見直しを求める。
（1）�インボイス制度は導入されたが、国は、引き続き、事業者に混乱が生じないよう制度

の周知を徹底するとともに、事務負担が軽減するような環境整備が必要である。また、
課税事業者が免税事業者と取引を行う際、取引価格の引き下げや取引の停止などの不
利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。

（2）�消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより重要な課題
となっている。消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講じる必要がある。
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瀬戸川「勝草橋」あれこれ

勝草橋付近の瀬戸川は藤枝と青島の境をなし、東海道の要衝で旅
人にも住民にも切っても切れない重要な川であった。この付近は瀬
戸川が志太平野に流れ出る扇状地の扇頂に当たり伏流水となり、流
れが細く常水が少ないことが多い。そのため昔は「一時川」とか「しょ
んべん川」と呼ばれていたこともあった。明治２年の記録では水無
しの日が152日もあったという。また、河床が街並みよりも高い「天
井川」でもあり、橋の上から見ると街並が大分下がっていることが
分かる。そのため堤が切れると度々洪水を起こす暴れ川でもあった。

しかも、江戸時代の瀬戸川には架橋が禁じられ、川越しが行われ
ていた。ここの川越しは「徒

かち

渡り」と称され、越すに越されぬ大井

明治維新になって「架橋渡船の禁」が解かれる
と、明治４年、藤枝の梅島与四郎氏、岩崎惣右衛
門氏、志太の臼井初蔵氏らが資金を出し合い架橋
した記録が残っている。「明治初年栄区全図」を
見ると、河原に二本の桟道が架けられているのが

川に比べて、川幅も狭く水深も浅かったのでこの方法が用いられていた。渡河地点は現在の勝
草橋周辺だった。瀬戸川に面した両岸の河原町、志太村、稲川村に15人の川越し人足が常置さ
れていたという。参勤交代などの大通行の時には川越し人足のほか、近隣の村々から助郷人足
を動員して対処していた。

その料金は「川越し賃銭」と呼ばれ、川の水深によっ
て膝水（ひざみず） ８文・股水16文・帯水・乳通（ちち
とおり）水32文・脇水・肩払（かたはらい）水に分けら
れ、水深に比例して賃銭は高くなっていた。

架橋が禁じられていた江戸時代、朝鮮通信使来訪時な
ど特別な事情があるときは仮土橋が架けられた。天保５
年（1834）から元治２年（1865）までの31年間の架橋は
50回も記録されている。因みに江戸期を通じ通信使来訪
は12回あり、そのうち11回が瀬戸川を渡った。これ以外にも度々仮土橋が設けられたのであろ
う。上図は宝永７年（1710）、朝鮮通伺便来訪時の広重版画である。

１

広重 東海道五十三駅　藤枝瀬戸川

特
集

橋がなかった川１

明治の桟道橋２

郷土史をひとりで楽しむ会　橋本昌吉

渇水期に利用された桟道

東海道 藤枝町

上流

下流

青島村

藤
枝
川

瀬
戸
川
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分かる。おそらくこのような橋であったと思わ
れる。しかし、この橋は簡易な橋だったので冬
の渇水期だけ利用し、夏の出水期には船を使っ
ていた。

藤枝宿街並図（天保13年）には「領主番所」
「川会所」「茶漬茶屋」などが画かれており川越
しには関所的な性格が瀬戸川にもあったことは
興味深く感じる。

藤
枝
川

冬季だけの仮橋では、当時の活発化した物資や人の移動には不都合が生じ、全国的にも架橋
が進められていく中で、瀬戸川でも明治８年（1875）11月、町の有志らにより橋長104㍍、幅員3.6
㍍の木橋が完成した。しかし、建設費が嵩み
架橋から10年間は通行料を徴収したとされて
いる。因みに通行料は右表のとおり。

この橋は、広重の浮世絵に描かれており、橋台には石積みが施され、
道路には電線・街灯が描かれている。文明開化の波がこの地まで伝
わっていたことが窺える。しかし、この絵は現況と異なるように感じ
る。想像で画いたのかもしれない。

瀬戸川の川幅は、享和３年（1803）、幕府に提出した「藤枝宿 御分
間御絵図御用 宿方明細書上帳」によると113間余とある。瀬戸川のど
の場所かはっきりしないが、１間を1.8㍍で換算すると200㍍ほどとな
る。今の勝草橋の長さは95.6㍍であるから２倍ほどの川幅があったよ
うである。

右図は明治22年の地
形図で、勝草橋付近だ

けが不自然に狭くなっている。藤枝宿街並図（天
保13年）を見ると藤枝川の右岸に堤があり瀬戸
川へと河原が続いている。現在の清水銀行藤枝
支店は瀬戸川の河川敷に入っている。銀行の東
側の道路は元の三井農林工場跡の上流側で瀬戸
川堤防に接続している。本来はこの道路が瀬戸
川堤防ではなかったかと想像します。

建設当時、洪水時の流量を通すため、桁下高の確保と建設費の削減のため、堤防の位置を川
側に寄せたのではないか、架橋場所が極端に狭くなっているのはこのためではないかと推察さ
れます。この橋は明治43年の洪水で流されるのですが、川幅を狭めたことが流れの阻害を招き
落橋したのかもしれない。

明治の本格的架橋３

区分 人 人力車 牛馬 馬車
橋銭 ２厘 ５厘 ５厘 ２銭５厘

広重三代「東海名所改正五十三駅
道中記二十五藤枝瀬戸川橋」

勝草橋

藤枝宿街並図（天保13年）

明治22年の地形図
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「勝草橋」の命名は、旧幕臣の伊佐新次郎岑光（みねみつ）と云われる。その由来は、歯朶（志
太に通じる）の古い呼び名が「勝草」といったことから名づけたという説と、徳川方が、武田
勢が守る田中城を攻めていた戦で勝利を治めたことから勝軍（かちいくさ）橋がつまって「勝
草」となった故事説の二つがある。

ここで、話は少し横道にそれるが、伊佐新次郎について少し触れたい。新次郎は、文化６年
（1809）４月、江戸の湯島三組町で伊佐家の長男として生れ、書道を小島五一に学ぶ。幕府の
書院番兼金蔵奉行を勤め、嘉永、安政期には下田奉行所支配組頭として外国との交渉に当たる
など活躍し、日米修好通商条約締結には裏方として大いに奔走した人物である。伊佐は唐人お
吉の物語にも登場している。

明治維新後、徳川慶喜に従い駿府入りし、島田市（初倉村）権現原で帰農し牧之原の茶園開
拓に尽くした。また、書道・漢籍に造詣が深く、前島の「博習舎（宗乗寺）」、志太の「為善館

（元摂取院）」でも教鞭をとるなど志太地域の近代教育の振興に大いに貢献した。今でもこの地
に「岑満（みねまろ）」「如是（にょぜ）」などと署名の書を散見することができる。明治24年
82才で逝去し菩提寺は初倉村坂本の法林寺にある。

明治最初の本格的な橋も明治43年の洪水で流失してしまった。この年は８月７日から11日ま
での５日間、豪雨に見舞われた。特に７～９の３日間で総雨量877mmに達したと記録にある。
９日午前９時20分頃、勝草橋に流木が引っ掛かり、濁流に抗しがたく流失したという。

二代目の橋は、大正・昭和と時代を経るごとに人
や物資の輸送が増大し、旧東海道は国道１号線に組
み込まれ重要路線となっていった。今までの木橋で
は幅員も狭く、大型化・大量化する物資の輸送には
安全性に問題が生じていた。そこで主要幹線道路の
橋梁として架け替えが計画されていった。

同時に瀬戸川右岸の勝草橋上下流の志太堤防（字
長薮）84間と、稲川堤防（字垚右ュ門島）42間が決
壊した。この当時、稲川は瀬戸川の右岸にも分布し
ていた。堤防を突き破った濁流は青木、南新屋、前
島まで及んだという。この災害で青島地区だけで溺
死者22名という惨憺たる状況だった。

その後、復旧した二代目の橋は20年余の昭和７年
まで供用された。

「勝草橋」の命名４

明治43年の洪水により落橋　５

昭和のコンクリート橋（三代目）６

明治43年架け替えられた二代目の橋

昭和・平成と利用された三代目
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参考図書
　　「かちくさ」伊藤敬司氏
　　「むるぶ そこ知り志太物語」
　　「広報ふじえだ」藤枝市
　　「パンフレット 勝草橋2003」藤枝市
　　「青島町史」

現在使われている橋は平成15年に完成した。工事費13億４千万円、橋長95.6㍍、全幅員19㍍。

市民会館や市民体育館などが無い時代、この付近の河川敷では渇水期を利用して、大相撲巡
業・サーカス・凧あげ・花火・モトクロス大会・草競馬・闘犬・あげんだいなど多くのイベン
トや民俗行事が開催されていた。大相撲巡業は私が物心ついた頃で、家族と見物に行き、河原
はとても混雑し子供が歩ける状態ではなかった。多分父親だと思うが肩車され見物した記憶が
ある。この場所がこれらのイベントに利用されたのは瀬涸れした河原があったというだけでな
く、旧藤枝町と旧青島町の町民が集い易い、境界の川という立地も影響していると思われる。

本格的に架橋されてから150年が経つ、その間、四回架け替えられ、一回は災害で止む無く
架け替えられ、後の三回は時代の趨勢、交通量の増大により架け替えられていった。元々は旧
東海道、その後、国道１号となり、その役目を退くと県道、市道 藤枝駅広幡線となって現在
に至っている。歴代の橋々は両町の発展を見守り続け、市民にとって思い出の多い掛け替えの
無い橋であることは間違いない。

高欄には和風建築の縦格子状に藤枝宿の街並みを表現
している。また、照明灯には藤の花をイメージさせる
20本が並び、また、橋の四隅には親柱の上に照明柱が
設置され、橋全体を柔らかな光で包んでいる。付近の
景観に配慮されたデザインとなっている。

両側には幅５㍍のレンガ歩道が整備され、片側３個
所ずつのバルコニーが

設えられている。川の流れ、遠景の山並み、そして桜の眺めは
一幅の絵画のようです。この橋は人々の架け橋、文化発展への
架け橋、そして新しい時代への架け橋との願いが込められてい
ると市の説明書きにある。

現在の橋（四代目）７

勝草橋に思うこと８

そして昭和７年７月31日、工事費概算26千円、鉄筋コンクリート橋が完成した。当時の新聞
には「東海道の名橋・藤枝町の偉観」と紹介され、アールデコ風の照明塔が特徴のおしゃれな
橋だった。この橋も平成12年に取り壊され、その間70年あまり藤枝の交通・産業を支えてきた
遺産として惜しまれつつ幕を閉じた。親柱は郷土博物館に移設展示されている。



7/31㈬

租税教育事業

R７.２月号  NO.124

− 12 −

夏休み親子税金教室

女性部会、
鈴木部会長の
開会あいさつ。

☆ストーリー☆
公園で不思議な妖精を助けた小学生の姉弟、マ
リンとヤマト。「何でも願いをかなえよう！」
大地の妖精コッピとクッピの言葉に 2 人が考え
たことは・・・？毎日の暮らしのなかで「税」
がどのようなところで使われているのかを知り、
税の役割や必要性を学んでいく内容です。

第22回

in 焼津文化会館
主催：女性部会　　参加者：保護者19名　児童25名

司会：鈴木副部会長

次のページ
に続く

スタート！

今日の講師は、
藤枝税務署の
吉田事務官。

 最初に、租税教育ビデオ
「マリンとヤマト不思議な日曜日」を観ました
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さて、税金についての勉強です

 次に、税金クイズです。みんな答えが解るかな？ 

1億円のレプリカが入ってます。 1億円、持ってみました

お疲れさま！お疲れさま！
よく頑張って勉強してくれてよく頑張って勉強してくれて

ありがとう！ありがとう！

最後に、代表して池田春樹さんに
修了証書と参加賞（けんたグッズ）
を受け取ってもらいました。

みんな真剣です !!

全法連テキスト
「タックスフントと
けんたくん！」



法人会では、租税教育の一環として、小学6年生を対象に「税に関する絵はがきコンクール」を全国的に実施しています。
藤枝法人会でも1,631点の応募がありました。入賞36作品をご紹介します。

14

優　秀　賞優　秀　賞

藤枝法人会女性部会長賞藤枝法人会女性部会長賞

藤枝税務署長賞

〈主催〉 公益社団法人 藤枝法人会女性部会
 公益財団法人 全国法人会総連合
〈後援〉 国税庁／藤枝市教育委員会／焼津市教育委員会

税金があることで、誰もが平等に医療や教育を受けられる。税を理解する上でとて
も大事なことが、きれいな色使いと優しいタッチで上手に描かれています。「税金」
や「平等」の表現にも工夫がありますね。

（審査員：藤枝税務署長　澤田勝良）

講 評

いままでの、税金という堅い概念イメージとは少し違った表現で描かれていて、やさ
しいタッチで花束に包まれているところが、とてもインパクトがあり良いと思いました。

（審査員：藤枝法人会女性部会長　鈴木喜久枝）

講 評

「こんなものにも『税金』が」と題し、税金の使われ方が確認できる作品であり、色使
いや構図も素晴らしく、小学校６年生の視点で生活の中で税金が果たす役割を上
手に表現している点を評価しました。

（審査員：藤枝法人会会長　青島直久）

講 評

優　秀　賞優　秀　賞

こういうごくごく身近なことに置きか
えられると、思わずこちらも笑顔にな
りました。支えたいと思える人がいる
喜び、支えになってくれる人がいると
う安らぎ、“ありがとう”という言葉が
なんとも嬉しい。

（審査員：画家　山本宗平）

講 評
素直にこういう事なのです。学びた
い事を学べること、行きたい所に行
けること、治したいものが治ること、
そういう幸せの源が税金であると捉
えていて欲しい。そしてそれが疑わ
れることのない時代を期待したい。

（審査員：画家　山本宗平）

講 評

藤枝法人会長賞

令和6年度
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津
市
立
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石
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島
東
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６
年
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本

　悠
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ん
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津
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立
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石
小
学
校 

６
年

法
月
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さ
ん
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津
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立
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６
年
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原
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　彩
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入　選

藤枝市立藤枝中央小学校 ６年

石山　怜奈 さん

藤
枝
市
立
青
島
東
小
学
校 
６
年

倉
林
　
ち
ひ
ろ 

さ
ん

藤枝市立葉梨小学校 ６年

千秋　実梨愛 さん

焼津市立焼津西小学校 ６年

今岡　葵 さん

焼津市立大富小学校 ６年

後藤　大地 さん

藤
枝
市
立
藤
枝
小
学
校 

６
年

村
柗
　
ひ
ま
り 

さ
ん

焼
津
市
立
大
井
川
東
小
学
校 

６
年

成
田
　
侑
希
人 

さ
ん

藤
枝
市
立
青
島
東
小
学
校 

６
年

櫻
井
　
ゆ
あ 

さ
ん

焼
津
市
立
豊
田
小
学
校 

６
年

村
松
　
徹
太 

さ
ん

焼
津
市
立
豊
田
小
学
校 

６
年

長
澤
　
夢
叶 

さ
ん

焼
津
市
立
港
小
学
校 

６
年

山
梨
　
夏
輝 

さ
ん

焼
津
市
立
港
小
学
校 

６
年

中
村
　
優
月 

さ
ん

焼津市立港小学校 ６年

勝山　秋月 さん

焼津市立港小学校 ６年

鈴木　凉一 さん

焼津市立黒石小学校 ６年

百瀬　そら さん

焼津市立黒石小学校 ６年

葛葉　玲衣 さん

焼
津
市
立
大
井
川
西
小
学
校 

６
年

平
井
　
花
梨 

さ
ん

藤
枝
市
立
青
島
東
小
学
校 
６
年

畑
　
昊
晴 

さ
ん

藤
枝
市
立
岡
部
小
学
校 

６
年

清
水
　
心
暖 

さ
ん

焼
津
市
立
大
富
小
学
校 

６
年

今
村
　
あ
い 
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ん
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津
市
立
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田
小
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校 
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年

塚
本
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ん
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校 

６
年
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原
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ん

藤
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立
青
島
東
小
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校 

６
年

杉
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ん

藤
枝
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立
青
島
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校 

６
年
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山
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さ
ん
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立
大
井
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西
小
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校 

６
年

大
倉
　
早
織 

さ
ん

藤
枝
市
立
青
島
北
小
学
校 

６
年

深
井
　
恵 

さ
ん

藤
枝
市
立
高
洲
南
小
学
校 
６
年

菅
谷
　
芽
生 

さ
ん

焼
津
市
立
小
川
小
学
校 

６
年

池
田
　
朱
里 

さ
ん

藤
枝
市
立
青
島
小
学
校 

６
年

鈴
木
　
明
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さ
ん

焼
津
市
立
港
小
学
校 

６
年

カ
ワ
ム
ラ 

リ
ン
デ
ィ
セ
イ 

さ
ん

藤枝市立岡部小学校 ６年

柴田　紗幸 さん
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令和６年11月22日（金）藤枝市生涯学習センターにおいて、藤枝税務
署管内納税貯蓄組合連合会・藤枝間税会・藤枝法人会３会共催による『税
に関する作品表彰式』が行われました。藤枝法人会からは、上位優秀
５作品（14ページ掲載）の方々に対して表彰状及び記念品が授与され
ました。また、多数の応募を頂いた17校（青島・青島東・葉梨・大洲・
稲葉・藤岡・高洲南・岡部・焼津西・焼津南・豊田・大富・和田・港・
黒石・大井川東・大井川西各小学校）に対して感謝状が贈呈されました。

【絵はがき優秀作品　出席者4名】　※表彰式欠席１名には学校へお届けしました。

【感謝状 出席3校】 ※表彰式欠席14校には学校へお届けしました。

前ページ（14,15ページ）の入賞36作品の特大ポスター（一部上位作品のみの映像等）は、下記一覧の通り
藤枝市・焼津市の様々な場所に掲示しました。
1 藤枝法人会会報２月号 9 静岡県藤枝財務事務所
2 藤枝法人会ホームページ 10 藤枝市文化センター
3 藤枝総合庁舎本館情報モニター（上位３作品） 11 藤枝市生涯学習センター
4 藤枝市役所1階ロビー行政情報モニター（上位３作品） 12 焼津文化会館
5 焼津市役所モニター（上位３作品） 13 焼津シーガルドーム（確定申告会場）
6 藤枝駅構内パープルビジョン（上位３作品） 14 しずおか焼津信用金庫藤枝駅支店
7 藤枝税務署 15 しずおか焼津信用金庫石津支店
8 藤枝市役所

令和6年度

作品 表彰式
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主催：青年部会

第13回 租税教室

開催日：令和６年11月30日（土）
会　場：藤枝市文化センター・ホール

原川副部会長

【 司　会 】

森部会長

【 部会長あいさつ 】

青年部会では、昨年に引き続き、「大学生を対象とした租税教室」
を開催しました。
ボードゲームや講座、交流会を通して税金の知識や大切さを楽しく
学んでもらいました。

【 第一部・講師 】

第一部 税金教室「給与明細の見かたとマイナンバー制度について」 13：05～13：35
講師：藤枝税務署 法人課税第一部門統括国税調査官　森本雅博 氏

森本雅博 氏

写真で
見る

租税教育特集
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第三部 若手企業家との交流会 16：00～17：00

中山　猛 氏

【 第二部・講師 】

第二部 キャッシュフローゲームセミナー 13：40～15：55
講師：㈱ワークフェア 代表取締役　中山　猛 氏

租税教育特集
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写 真 る見で

（令和6年8月22日～12月16日）法人会活動
全法連・東海法連・静岡県連

9月10日　東海法人会連合会「第36回定時総会」　［会場］名鉄グランドホテル

10月3日　（公財）全国法人会総連合「第40回法人会全国大会（鹿児島大会）」［会場］城山ホテル鹿児島

10月8日　（一社）静岡県法人会連合会 女性部会連絡協議会「第34回情報交換会」　［会場］グランディエールブケトーカイ

全国の法人会会員約1696名が一堂に会して、令和6年10月3日（木）、第40回法人会全国大会（鹿児島大会）が、
城山ホテル鹿児島にて、国税庁奥長官他多数のご来賓出席のもと盛大に開催されました。第1部の式典では、会員
増強表彰をはじめ各種表彰、次に令和6年度税制改正に関する提言の報告、そして青年部会による租税教育活動
の報告が行われ、第2部では「新型コロナ禍で大打撃を受けた航空業界 危機下の経営戦略を語る」という演題で、
ANAホールディングス㈱取締役会長　片野坂真哉氏による記念講演が行われました。

10月29日　（一社）静岡県法人会連合会 青年部会連絡協議会「第34回情報交換会」　［会場］グランディエールブケトーカイ
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写 真 る見で

本　　会

8月22日　実務講座　［会場］焼津文化会館
テーマ　「身近で起こっている労務トラブルの実態」
講師 / ㈲静岡経営労務管理センター 代表取締役・社会保険労務士　伊藤彰彦 氏

11月7日-8日　（公財）全国法人会総連合 青年部会連絡協議会「第38回法人会全国青年の集い福井大会」
　［会場］サンドーム福井ほか

11月22日　（一社）静岡県法人会連合会「大規模法人等向け研修会」　［会場］グランディエールブケトーカイ

9月11日　税務講習会　［会場］焼津文化会館
〈第1部〉テーマ　「県税のしくみと使いみち」　講師 / 静岡県藤枝財務事務所 所長 平山親子 氏
〈第2部〉テーマ　1.「法人税に関する謝りやすい主な事例」 2.「自主点検チェックシート活用について」
　　　　講師 / 藤枝税務署 法人課税第一部門上席国税調査官　浦田芳弘 氏

全国の青年部会員約2000名が一堂に会して、第38回法人会全国青年の集い福井大会がサンドーム福井にて、税
務当局、全法連役員ほか多数のご来賓出席のもと開催されました。大会前日には、租税教育活動プレゼンテー
ション及び「健康経営大賞」ファイナリストによる事例紹介が行われ、租税教育活動では、東京の立川法人会が、
健康経営大賞では、単位会部門で東京の世田谷法人会、企業部門で石川の金沢法人会所属の㈱金沢シールがそ
れぞれ最優秀賞を受賞されました。また、式典に先立ち、部会長サミットが開催され、部会員増強についてをテー
マに各単位会相互の意見交換が行われました。式典では租税教育活動プレゼンテーション、健康経営大賞の結果
発表及び表彰、部会員増強表彰が行われ、記念講演では「足し算で生きる～がんステージ4からの生還～」という
演題で元フジテレビアナウンサー　笠井信輔氏による講演が行われました。
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写 真 る見で

10月18日　実務講座　［会場］焼津文化会館
テーマ　「総務・庶務の役割と基礎実務講座」　講師 / ㈱人事サポートプラスワン 代表取締役　松本健吾 氏

10月22日　研修旅行「雪印メグミルク海老名工場見学、横浜中華街散策」

11月6日　（一社）静岡県法人会連合会長表彰状伝達式 記念講演会　［会場］ホテルアンビア松風閣
演　題　「米新政権は世界と日本に何をもたらすのか？」　講師 / 国際ジャーナリスト　飯山雅史 氏

11月15日　税務講習会　［会場］焼津文化会館
テーマ　「年末調整に係る留意点」　講師 / 藤枝税務署 法人課税源泉担当事務官　小波津百可 氏

10月1日　弁護士講習会　［会場］焼津文化会館
テーマ　「今の時代に合った法律の基礎知識」　講師 / 追手町法律事務所 弁護士　相川洋介 氏



写 真 る見で
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女性部会

12月4日　教養講座　［会場］焼津文化会館
テーマ　「食品ロスを減らす、もうひと工夫」
講師 / 料理研究家　行長万里 氏

11月21日　新設法人説明会　［会場］藤枝市民会館
講師 / 藤枝税務署 法人課税第一部門上席国税調査官　浦田芳弘 氏

12月16日　勉強会　［会場］焼津商工会議所
テーマ　「AIで変わる社会とビジネス」
講師 / 静岡産業大学 経営学部学部長　佐野典秀 氏

青年部会

9月27日-28日　研修旅行「京都府内 研修視察」
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税務署だより
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税務署だより
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税務署だより
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税務署だより
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財 務 事 務 所 だ よ り



本人の
希望により
写真は掲載
しません。

（支部入会順）東海税理士会藤枝支部会員名簿

☎641-2725
藤枝市駅前2
河野正彦

☎643-6069
藤枝市藤岡5
笠原敏幸

☎629-6663
焼津市東小川8
𠮷田雄一

☎397-5784
焼津市塩津
藤浪良昭

☎624-2794
焼津市田尻北
深澤美惠子

☎627-9638
焼津市駅北1
鈴木國弘

☎626-9823
焼津市小土
藪崎正則

☎634-2570
藤枝市大新島
吉川　始

☎644-7845
藤枝市谷稲葉
澤村　守

☎638-3766
藤枝市下之郷
片山享一

☎627-5261
焼津市東小川6
安井博史

☎667-3253
藤枝市岡部町内谷
高野佳和

☎643-3771
藤枝市青木1
増田和宏

☎659-1717
焼津市焼津4
小倉寿美

☎631-7539
藤枝市高柳1
山崎恵三

☎689-3196
藤枝市小石川町1
吉田道明

☎627-9851
焼津市岡当目
青木　敬

☎626-5711
焼津市栄町3
平井幸子

☎624-0268
焼津市与惣次1
小長谷智子

☎624-1885
焼津市中新田
遠藤次男

☎643-5151
藤枝市本町1
増田貴行

☎646-8890
藤枝市郡 1
内藤良彦

☎643-3771
藤枝市青木1
増田良子

☎646-7701
藤枝市駅前1
岩﨑卓夫

☎622-3295
焼津市宗高
梅田健司

☎627-9638
焼津市駅北1
大畑雅子

☎645-4571
藤枝市水上
渡邉義博

☎643-6069
藤枝市藤岡5
笠原大輔

☎631-7888
藤枝市小石川町2
伊藤裕一郎

☎628-7973
焼津市東小川7
森　祐輔

☎641-0577
藤枝市音羽町３
若杉直彦

☎631-5811
藤枝市駅前1
田村博和

☎628-7973
焼津市東小川7
多々良信彦

☎624-7171
焼津市小川
落合孝康

☎636-7952
藤枝市青葉町2
小林敏樹

☎662-1391
焼津市上小杉
岡村正雄

☎631-5952
藤枝市小石川町4
大石　誠

☎270-8861
藤枝市岡出山2
三岡厚文

☎270-3719
藤枝市平島
杉原一雄

☎639-5570
藤枝市本町３
松原隆宣

☎646-4700
藤枝市天王町3
平野純也

☎629-6711
焼津市三ケ名
山﨑義和

☎270-5741
藤枝市高柳1
鈴木和臣

☎628-5372
焼津市大栄町2
内山勝浩

☎641-0610
藤枝市水守2
飯塚理恵

☎624-0962
焼津市下小田上町
山本浩幸

☎207-7064
焼津市上新田
石村正美

☎629-6663
焼津市東小川8
𠮷田公輔

☎631-5258
藤枝市志太2
井上香織

☎646-3388
藤枝市岡出山1
池田佳通

☎636-5102
藤枝市高岡1
宮﨑博史

☎689-3196
藤枝市小石川町1
吉田和弘

☎631-5152
藤枝市高岡2
浅井伸也

☎641-4898
藤枝市駅前2
天野　貢

☎629-5270
焼津市三ケ名
大野克治

☎631-9160
藤枝市高岡１
野島由美子

☎625-7022
焼津市大島
藪崎大介

☎637-3080
藤枝市高柳2
下川大地

☎641-1573
藤枝市小石川町2
鍋田和孝

☎639-6766
藤枝市田沼3
小木理弘

☎639-6766
藤枝市田沼3
岩崎美穂

☎627-5022
焼津市西焼津
大石龍哉

☎641-1573
藤枝市小石川町2
内藤昌宏

☎628-5644
焼津市五ケ堀之内
海野芳央

☎627-5045
焼津市小川
深田良宏

☎648-1511
藤枝市下藪田
伊藤文子

☎639-7781
藤枝市岡出山1
鈴木智昭

☎644-7219
藤枝市藤岡1
平岩成哉

☎627-5022
焼津市西焼津
榊原　巧

☎622-6836
焼津市上新田
平井俊光

☎628-7973
焼津市東小川7
大橋金行

☎627-5261
焼津市東小川6
増田貴樹

☎631-7778
藤枝市前島2
深尾 宏

☎660-1019
焼津市大村1
村野孝宜

☎628-7973
焼津市東小川7
山梨英亮

☎628-7973
焼津市東小川7
水流輝明

☎637-3080
藤枝市高柳2
平口昌代

☎270-3719
藤枝市平島
杉原慈子

☎631-6346
藤枝市駅前2
三橋重継

☎643-6069
藤枝市藤岡5
山﨑晃弘

☎644-3511
藤枝市駅前2
村松克彦

☎627-5261
焼津市東小川6
油井孝介

☎636-1199
藤枝市高岡2
太田容子

☎622-6836
焼津市上新田
平井寛子

☎628-7973
焼津市東小川7
神間賢治

☎660-1019
焼津市大村1
内川正樹

携帯090-1864-7639
藤枝市音羽町5
澤本善彦

☎643-2112
藤枝市立花1
曽根宜章

☎623-1881
焼津市三右衛門新田
杉井裕士

☎627-9638
焼津市駅北1
村松貴史

☎627-5022
焼津市西焼津
北澤世紀

☎625-8717
藤枝市岡部町岡部
押尾卓耶

☎627-5261
焼津市東小川6
岡見健太

☎628-2626
焼津市焼津1
片川和樹

☎628-2626
焼津市焼津1
片川真理子

☎636-1287
藤枝市田沼3
増田武治

☎623-1881
焼津市三右衛門新田
杉井裕郎

☎635-5615
藤枝市大新島
伊藤恒夫

☎628-7973焼津市東小川7 ☎637-3080藤枝市高柳2 ☎639-6766藤枝市田沼3 ☎624-0962焼津市下小田上町
あおい税理士法人

☎622-6836焼津市上新田 ☎627-9638焼津市駅北1 ☎623-1881焼津市三右衛門新田 ☎627-5022焼津市西焼津

社員 山本浩幸

税理士法人 山本事務所

税理士法人エース

社員 下川大地　平口昌代

税理士法人 法理舎

社員 平井寛子　平井俊光

田中会計税理士法人

☎629-6711焼津市三ケ名
税理士法人 K・S・D小林会計

社員 山﨑義和
☎643-6069藤枝市藤岡5

税理士法人 笠原会計事務所

社員 笠原敏幸　笠原大輔
山﨑晃弘

☎631-5952藤枝市小石川町4
すんぷ税理士法人 小石川事務所

社員 大石　誠

社員 小木理弘　岩崎美穂

税理士法人 ペガサス

社員 杉井裕郎　杉井裕士

税理士法人 杉井会計事務所

社員 大石康夫　大石龍哉
榊原　巧　北澤世紀

社員 鈴木國弘　大畑雅子
村松貴史

社員 森　祐輔　多々良信彦　神間賢治
大橋金行　山梨英亮　　水流輝明

久遠税理士法人

☎637-9803
藤枝市岡出山1
青島孝之

令和7年1月1日現在

☎627-5022
焼津市西焼津
大石康夫

※税理士会では無料税務相談を行っております。

☎656-0788
焼津市石津中町
沼野和𠮷

電話（628）2250

焼津商工会議所会館2階
税理士会税務相談所へ

お 問 い 合 わ せ は

携帯090-6765-6110
藤枝市大洲2
仲田祐希
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税 理 士 会 だ よ り

（本ページは税理士会提供記事）
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（公社）藤枝法人会　令和７年度年会費について

静岡銀行 スルガ銀行 清水銀行 大井川農協
静清信用金庫 島田掛川信用金庫 しずおか焼津信用金庫

■取扱い金融機関

会費種別 資本金 年　額

正会員

100万円以下 3,000円
100万円超　500万円以下 6,000円
500万円超　3,000万円以下 9,000円
3,000万円超　1億円以下 15,000円
1億円超 30,000円
子会社 1,000円
学校法人、宗教法人、公益法人等 3,000円

賛助会員
支店法人・営業所等 5,000円
個　人 3,000円

■（公社）藤枝法人会会費区分

　令和７年度の年会費につきまして、６月10日（火）にご指定頂いている口座から引落しをさせていただ
きますので、誠に恐縮ではございますが、前日までに口座へご用意くださいますようお願い申し上げます。
　※引落口座の変更をご希望される会員様につきましては、３月21日（金）までに、法人会事務局（電話
643-8410）へご連絡ください。

　※資本金変更の際も、３月21日（金）までに事務局へご連絡ください。
　※当会の会費は消費税法の定めにより、消費税の課税対象とはなりません。（不課税）
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新 入 会 員 紹 介
〜ご入会ありがとうございました〜

入会日 / 令和6年6月4日～12月18日

（株） ヨネヤマ 焼津市八楠１丁目１８－１２ ㈱長谷川鐵工所

ふたつかね （株） 焼津市八楠４丁目２２－１１ 青島ポンプ工業㈱

（株） イケヤ酒店 焼津市坂本５０３ 事務局

（株） 翔史 焼津市中新田７７０－２１ しずおか焼津信用金庫 大住支店

静岡みらい （株） 焼津市利右衛門５６３－１ しずおか焼津信用金庫 道原支店

ｅクレーン静岡 （株） 焼津市利右衛門６８４－１ ㈱赤阪鐵工所

（株） ハビバ 焼津市石津２－１ しずおか焼津信用金庫 焼津支店

タイケイフーズ （株） 焼津市保福島１１２３－３ しずおか焼津信用金庫 まるせい営業部

（株） ＩＣＭ 焼津市塩津２１９－８ しずおか焼津信用金庫 焼津西支店

（株） 大月精機 焼津市田尻２８３２ しずおか焼津信用金庫 石津支店

（株） Ｎ．Ａ．モータース 焼津市下小杉９７０－１ しずおか焼津信用金庫 大井川支店

共同工業 （株） 焼津市田尻北３１４－６ 事務局

焼津地区
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（株） Ｂｅａｒ’ｓ 藤枝市大洲４丁目６－１８ 事務局

（株） いっぽ 藤枝市高柳１丁目１１－４ しずおか焼津信用金庫 藤枝駅支店

（有） 宝三電気工事 藤枝市岡部町村良４５８－６ ㈱D-zone、㈱渡邊商店（青年部会）

（株） Preventive care Yoshino 藤枝市岡部町内谷６００－１９ しずおか焼津信用金庫 岡部支店

（株） 横山建築 藤枝市志太２丁目２１－２５ AIG損害保険㈱

（株） ＤＡＩＨＡＴＥＣＴ 藤枝市下当間６０－１ 巻田油業㈱

（株） 大王実業 藤枝市岡部町岡部１６５６－９ しずおか焼津信用金庫 藤枝支店

西形建業 （有） 藤枝市郡１丁目１３－１０ しずおか焼津信用金庫 藤枝中央支店

（株） ＮＡＫＡＫＥＮ 藤枝市築地８３８ しずおか焼津信用金庫 藤枝駅支店

（株） プラックケミカル 藤枝市堀之内１丁目２－１４ しずおか焼津信用金庫 藤枝駅支店

（同） 栄進 藤枝市岡出山１丁目９－５ しずおか焼津信用金庫 藤枝上支店

（宗） 宗参寺 藤枝市大東町１３５ しずおか焼津信用金庫 高洲支店

Ｒｅ－フォレスト （同） 藤枝市水上２１０－４４ しずおか焼津信用金庫 藤枝駅支店

（有） やすらぎ 藤枝市水守２丁目９－６ しずおか焼津信用金庫 藤枝水守支店 

（株） 江間特殊工芸 藤枝市仮宿１６０２－１ しずおか焼津信用金庫 藤枝水守支店

青葉建築デザイン （株） 藤枝市青葉町１丁目３－６ しずおか焼津信用金庫 藤枝支店

ＫＳＫ （株） 藤枝市岡出山２丁目１２－１２ しずおか焼津信用金庫 藤枝上支店

（株） ＲＥＤＥＲ 藤枝市緑町２丁目２－８－３階 松葉倉庫㈱

（株） 小川テクニクス 藤枝市横内２０８８ しずおか焼津信用金庫 藤枝水守支店

ツバキ電設 （株） 藤枝市天王町２丁目１２－１８ しずおか焼津信用金庫 藤枝中央支店

（有） 藤枝きのこ園 藤枝市末広３丁目３－７ 静岡銀行 藤枝駅支店

（有） 静岡ジーピー 藤枝市内瀬戸１３９－２ 静岡銀行 藤枝駅支店

イイパーキングサービス （有） 藤枝市上当間４０７－２ ㈲静岡経営労務管理センター

（有） 大興物産 藤枝市高洲１７－３５ 静清信用金庫 高洲支店

前田土建（株） 藤枝市岡部町岡部７８７ 静清信用金庫 藤枝支店

谷稲葉商店（株） 藤枝市谷稲葉２０７－１ 静清信用金庫 藤枝支店

藤枝地区
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（株） Ｗｉｔｈ Ｈａｒｍｏｎｉｃｓ 藤枝市田沼１丁目１７－３９－２Ｆ しずおか焼津信用金庫 藤枝支店

（同） Ｒｅｎｏｖａｔｅ Ｊａｐａｎ 焼津市駅北２丁目８－９ しずおか焼津信用金庫 まるせい営業部

（株） ＡＲＩＡ 藤枝市駅前２丁目１９－１５ ㈱マコア（AIG代理店）

（株） ヨシキ 藤枝市岡出山１丁目１５－１５ しずおか焼津信用金庫 藤枝中央支店

賛助会員

（株） ＳＩＣ開発 焼津市中港３丁目１－１６ ㈱共水

（株） ｎｉｓｈｉｏ ｐａｉｎｔ 焼津市田尻２７０２ しずおか焼津信用金庫 石津支店

（株） Ａｇｌｅａｄ 焼津市田尻１５２－２ しずおか焼津信用金庫 石津支店

ＩＭＡ建築ＳＴＹＬＥ （株） 焼津市上泉４７５－２ しずおか焼津信用金庫 藤枝支店 

（株） ステラ 焼津市相川８２５ しずおか焼津信用金庫 大井川支店

（株） シフォン・焼津 焼津市東小川７丁目７－１０ 静清信用金庫 石津支店

農芸環理 （株） 焼津市与惣次２丁目１０－１０ しずおか焼津信用金庫 まるせい営業部

肥料開発 （株） 焼津市与惣次２丁目１０－１０ しずおか焼津信用金庫 まるせい営業部

（株） ＦＭ８１２Ｙａｉｚｕ 焼津市栄町１丁目４－１０ ㈱清水一級建築設計事務所

（株） 駿河 焼津市柳新屋７４７－１ しずおか焼津信用金庫 大住支店

リーチアウト浜松 （有） 焼津市大村３丁目３３－５ しずおか焼津信用金庫 焼津西支店

ＫＲＣ賃貸 （同） 焼津市東小川７丁目９－１８ しずおか焼津信用金庫 焼津支店

（株） フィールドパートナー 焼津市柳新屋７６１－１ しずおか焼津信用金庫 大富支店

（株） ＩＯ２Ｕ 焼津市柳新屋５０８ しずおか焼津信用金庫 焼津支店

（有） 桜井板金 焼津市大栄町１丁目１－２３ しずおか焼津信用金庫 焼津北支店

大仙ベニヤ （株） 焼津市本中根３９５ しずおか焼津信用金庫 大富支店

（株） きぼうホールディングス 焼津市東小川６丁目８－１３ 静清信用金庫 焼津支店

（株） きぼう 焼津市東小川６丁目８－１３ 静清信用金庫 焼津支店

（株） Ｋ－ＴＲＵＳＴ 焼津市三和１４６９－１ 島田掛川信用金庫 西焼津支店

ツボイホールディングス （株） 焼津市小屋敷１３８ しずおか焼津信用金庫 豊田支店

（同） サンダース 焼津市中根新田１３０４－１ 静清信用金庫 石津支店

令和エステート （株） 焼津市小柳津４５１ 静清信用金庫 西焼津支店

クロスロード （同） 焼津市越後島６８－１ 静岡銀行 焼津支店

トモニ （株） 焼津市中港３丁目８－２１ 静岡銀行 焼津支店

（株） 府中屋 焼津市小土１１５６ 静岡銀行 焼津支店

予祝インタレスト （株） 焼津市三ケ名１１８７－１ 静岡銀行 焼津支店

（株） Ｃ＆Ｙパートナーズ 焼津市栄町３丁目３－３３ 静岡銀行 焼津南支店
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